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ネットワンシステムズ会社概要 
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ネットワンシステムズの提供する価値 

ＩＣＴ利活用の「匠の技と心」
で、お客様のビジネスを成功に
導く。 

常に世界の最先端技術動向を見極め、 
その組み合わせを検証して具現化する
とともに、実際に自社内で実践するこ
とで利活用のノウハウも併せてお届け
します。 

絶え間ない技術革新に臨機応変に
対応し、お客様とお互いの価値を
高め合うパートナーであり続けま
す。 

匠の「心」で、お客様の立場から課題の本質を理解し、匠の
「技」で、その最適な解決策をお届けします。ネットワンシ
ステムズは、あらゆる業種のお客様のICTパートナーとして、
仮想ICT基盤を活用した戦略的な情報活用の促進に貢献し、
お客様のビジネスの価値向上をご支援します。 
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クラウド環境で大事な事 

様々な要望に答える 

機能 

各テナントからの 

要求を遅延なく 
処理出来る性能 

落ちないクラウド 
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OpenStackと3rd Partyを連携 

機能 性能 可用性 

3rd Party機器の利用で機能・性能・可用性の向上 

ネットワーク 

(Neutron) 

L2/L3機能 Load Balancer 

ストレージ 

(Cinder) 

iSCSI/NFS 

コンピュート 

(Nova) 

Hypervisor 



5 

OpenStackと3rd Party連携の例 

ネットワーク 

(Neutron) 

L2/L3機能 Load Balancer 

ストレージ 

(Cinder) 

Cisco 

ACI 
Arista F5 Citrix 

iSCSI/NFS 

NetApp EMC 

コンピュート 

(Nova) 

Hypervisor 

VMware Microsoft 

様々な3rd Party連携が提供されているのが 

OpenStackの良さ 
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3rd Party連携の注意点 

提供機能 

OpenStackのAPIで対
応可能な機能が提供さ
れるので、全ての機能
が提供出来るわけでは
ありません。 

サポート外の設定 

OpenStackで提供出来
ない機能を利用したい
場合は各機器の管理
コンソールで設定する
ことになります。 

機能の連携 

コンピュート / ネット
ワーク / ストレージを
個別に連携できたとし
ても全体的に整合性が
取れた機能が提供出来
るわけではありません 
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OpenStackディストリビューションと認定 

OpenStackと3rd Partyの連携は各ディストリビューションで認定制度を
設けています。 

OpenStack 

Interoperability Lab(OIL) 
Certified By RedHat 
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NW連携について 
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NWの3rd Party連携で期待されること 

BGP等のNW機能や 

SSLオフロード機能 

HWベースの 

スイッチングや 

ルーティング 

冗長化されたL3や 

LB機能の 

提供 
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Neutronについて 

NeutronはL2/L3機能をコアとして、Load Balance / Firewall / VPNの機能も提供
します。各機能はOpen Sourceをベースとして実装されていますがPluginを導
入することで3rd Partyとの連携も可能です。 

Neutron 

L2/L3機能 

OVS 

Linux Bridge 

Load Balancer 

HA Proxy 

Firewall 

IPTables 

VPN 

OpenSwan 

Cisco ACI 

BigSwitch 

F5 

Citrix 
vArmor Cisco CSR 
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NeutronのL2/L3の標準機能 

一般的なNW機能であるルーター/スイッチ/DHCP/NAT/Firewallの機能が、
OVS/Network NameSpace / DNSMasq / IPTables等を利用して実現されていま
す。 

コンピュートノード ネットワークノード 

仮想ルーター 

(qrouter) 

DHCPサーバー 

(qdhcp) 

br-tun 

br-int 

eth0 

br-tun 

br-int 

eth0 

br-ex 

eth1 

Public 

Public 

Name 

Space 
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NeutronとL2/L3 3rd Party連携機能 

3rd Partyの対応はPlugin/ ML2 Driverとして提供されています。 

3rd Party連携はL3の連携があってこそメリットが出る 

L2連携 

ホストが接続されたSwitchの 

PortのVLANが開かれる 

L3連携 

Default GWの提供や 

外部へのRoute広告 
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L2/L3機能と3rd Party連携の確認ポイント 

基本機能の確認 

• NWの作成が出来る
か ? 

 
• ルーターの作成が出来

るか ? 

詳細機能の確認 

• Metadata proxy は提供
されるのか? 

• Floating IP機能には対
応しているのか?  

• Network Service機能と
の連携は? 
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Cisco ACI連携 
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Cisco ACI連携のメリット 

EPG/Contractの 

自動作成 

ACI Fabricによる 

ハードウェアベースの 

L2/L3機能 

ACI Fabricの可用性 

分散L3機能の提供 
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OpenStackとACIの連携について 

機能 

• HWベースのL2/L3機能の
提供 

• 仮想NWをEPGへ割りつけ
てeVXLANで分割 

• 仮想ルーターをContractへ
割付 

• 外部GW接続 
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Cisco ACI連携の動作 

Compute Node 
Controller Node 

OVS Agent 

Neutron Server 

ML2 

APIC_Mech_Driver 

APICAPI 

OVS 

APIC Leaf 

事前に合意した 

VLAN IDで通信 
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Cisco ACI連携とGroup Policy連携 

APIC ML2連携 

• NWの設定がACIの
Policyの考え方に変換
されてACIに反映され
る 

• Policyは固定化されて
いる 

Group Policy連携 

(開発中) 

• GroupやPolicyの設定
が直接ACIへ反映され
る。 

• Policyに応じて
OpenStack内にNWが
自動的に生成される 



19 

Cisco ACI ML2連携 

OpenStackで作成されたNWがACI独自のEPG/Contractの考え方に変換されて反
映されます。 
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Cisco ACI Group Policy連携 

Group Policyで作成されたPolicyはACIに反映されます。仮想マシンは起動時に
EPGに紐付けられたNWに接続するとPolicyが適用されます。 
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F5連携 
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F5連携のメリット 

SSLオフロード機能 

専用機による 

ロードバランサー 

処理 

F5 Load Balancerの 

冗長化機能 
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F5とOpenStack連携について 

機能 

• HW/SWベースのロードバ
ランサー機能の提供 

• テナント毎の設定を
Partationで分割 

• 仮想マシンとVXLAN / 

GRE / VLANでの接続 

• プール / 仮想サーバー / モニ
タリングを設定可能 



24 

OpenStackとF5連携の2つの方式 

BIG-IP連携 BIG-IQ連携 

• BIG-IQを通して、仮
想のBIG-IPを操作し
て機能を提供 

• OpenStackのバー
ジョンサポートと機能の
提供が遅れがち 

• F5のサポートを提供 

• 仮想/物理のBIG-IPを
直接操作可能 

• 先進的な機能と最新
のOpenStackをサ
ポート 

• F5のサポートは無い 
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BIG-IP連携の動作例 

OpenStack上でプール・仮想サーバーを作成すると、VLAN/VXLAN/GREと必要
な方式でトンネルが張られてLoad Balancer機能が提供されます。 

Neutron Server 

F5 Load Balancer 

Agent 

BIG-IP Hypervisor 

VXLAN/GRE/VLAN 

MQ 

Load Balancerの設定 
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ストレージ連携 
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OpenStackのストレージ連携について 

OpenStackのストレージ連携はシステムとして利用する、Novaのボリュームで
利用する。Cinderで利用すると3種類あります。3rd Party連携は基本的には
Cinderでの連携となります。 

Cinderのストレージ Novaの一時Disk用 システムでの利用 

OpenStackのDBや 

システムファイルの 

置き場所 

Novaで一時的に 

利用するディスクの 

置き場所 

Cinderで永続的に 

利用するディスクの 

置き場所 

OpenStackで 

利用される 

データーを保護したい 

一時Diskといえども保
護したい。Live 

Migrationを実施したい 

3rd Partyと 

連携して高速化等の 

恩恵を受けたい 

利用方法 

外部 

ストレージの 

理由 



28 

Cinderの機能 

Cinder永続的なブロックストレージを提供します。ストレージはインスタンス
に添付する形で、簡単に付け替えも出来ます。起動イメージを入れておくと
Cinderのボリュームから仮想マシンを起動させる事も出来ます。Cinderは3rd 

partyのストレージを利用する事も出来ます。 

仮想 

マシン 
ボリューム Cinder 

添付操作 

EMC NetApp LVM 
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Cinderと3rd Party連携とカタログ 

Cinderとストレージ製品が連携します。ストレージの種類によってカタログ化
する事も出来ますし、Extra specでストレージ特有の機能毎にカタログ化する
事も出来ます。 

Cinder 

LVM Netapp Gold Netapp Silver 

NetappのSSD 

領域に保存 

NetappのSAS 

領域に保存 

ホストのローカル 

領域に保存 
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NetApp連携について 
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NetApp連携のメリット 

Flex Volによる 

重複除外等の 

容量を効率的に利用 

アレイへのスナップショット
等の処理のオフロード 

機能 

FASシリーズの 

可用性とSnapミラー 

による遠隔地への 

コピー 



32 

NetAppとOpenStackの連携 

Net App 

(7-mode) 

NetApp 

(cDOT) 

Cinder 

NFS iSCSI 

• 7-modeとcDotに対応しそ
れぞれNFSとiSCSIを提供 

• スナップショット取得時に
NetApp側へオフロード 

• 作成されたボリュームでは
自動的に重複除外の機能を
提供 

• Extra SpecによるNetApp
内のボリュームの選択 

OpenStackとNetApp連携
について 

NFS iSCSI 
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NetApp NFS連携詳細 

ボリュームを作成するとNetApp内に対象のファイルが作成されます。 

Cinder 

ボリューム 

添付 

ボリューム 

作成 

ホストにNFS 

マウント 
ファイルの作成 
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NetApp iSCSI連携詳細 

ボリュームを作成するとNetApp内に対象のLUNが作成されます 

Cinder 

ボリューム 

添付 

ボリューム 

作成 

Initiator Groupの 

作成 
LUNの作成 



35 

NetApp+RHEL OSPのWhite Paper 
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コンピュート(Nova)連携 
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VMWare連携のメリット 

現状は制約が多いため 

今後に期待 

DRSを使っての 

仮想マシンの 

自動分散配置 

仮想マシンへの 

HA機能の提供 
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VMware連携手法 

VMware製品とOpenStackの連携について 

Nova Glance Cinder Neutron Ceilometer 

VMware 

vCenter 

VMware 

NSX MH 

仮想マシンの 

作成 

OpenStack 

仮想マシンの 

起動イメージ 

管理 

永続的な 

ボリューム 

統計情報の 

収集 

ネットワークの 

設定 



39 

VMwareをHypervisorと選択した場合の注意点 

VMware対応について 

• HypervisorをVMware

で選択するとCinder / 

Glance / Neutron等を

VMware対応とする必

要がある 

イメージについて 

• 仮想マシンイメージ

もVMDKイメージが必

要 

• OpenStackでサポート

出来るVMDKのイメー

ジフォマットに制限

あり 

ネットワークについて 

• 何らかのSDN 

Controller(NSX MH等)

が必要 

• 多くのOpenStack連携

のSDN Controllerは

KVM前のためVMware

対応の確認が必要 
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VMware連携時の画面 

OpenStack上で仮想マシンを作成すると指定のvCenter上のClusterに仮想マシン
が作成されます。 



41 

Tenant B Tenant A Tenant A Tenant B Tenant B Tenant A 

VMwareとNetwork連携 

VMware連携時は実質的にNSX MH等のSDN Controllerを利用するのが現実解 

Nova Network 

(将来的に廃止予定) 

Flat 

Flat DHCP 

VLAN  

Managed 

Neutron 

VMware NSX Multi 

Hypervisor 

固定ポートグ
ループがテナント
全体で共有され

る 

テナント毎に 

ポートグループが 

自動生成される 

VXLAN/STTをベースとし
てL2/L3機能・Floating 

IP・Metadata Proxy等 

br100 br-int a-portgroup b-portgroup 

VXLAN/STT 

連携無し 

固定 

ポートグループ 

に配置される 

Tenant B Tenant A 

br-int 

Tenant B 

br-int 
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NeutronとNSX Multi Hypervisorの連携 

Neutron 

NSX MH  

Controller 

NWの設定 

ESXi/Controller/KVM内の 

仮想Switchへ設定 

KVM 

NSX OVS 

ESXi 

NSX OVS 

Controller 

NSX OVS 

機能 

• Neutron Pluginでの提供 

• L2/L3機能の提供 

• STT/VXLANでのNW分割 

• 仮想ルーター機能 

• Floating IPでのNAT機能 

• Metadata Proxy機能 
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NSX MHとVMwareの連携(NWの作成) 

OpenStack上でNWを設定すると、NSX MH上にLogical Switchが新規に登録されま
す。 
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NSX MHとVMwareの連携(Routerの作成) 

OpenStack上でRouterを設定するとNSX MH上にLogical Routerが作成されま
す。 
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今後のVMwareとNW連携の方向性 

OVS vApp連携 

• ESXiにOVS vAppを立て

て、仮想マシンのトラ

フィックがOVSの仮想

マシンを通過して処理 

• Stackforge / 

Networking-vSphereで

活動が継続 

vDS連携 

• NWが追加されるとvDS

でポートグループを作

成 

• 個別開発していたが、

Stackforge / 

Networking-vSphereに

取り込まれた様子 

その他3rd Partyでの連携 

• NSX以外でNuage等の

3rd Partyを利用しての

連携 

• 今後共対応製品が追加

予定 
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ユースケース(NFV) 



47 

NFVとOpenStackの関係性 

アプライアンスをベースとした既存のTeleco/キャリアの内部NW機能を仮想化
して行く取り組み。ETSI NFVが出しているNFV構成図のVIMにOpenStackがマッ
ピングされています。 

KVM 

VMware 
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NFVの要求とOpenStack Communityのギャップ 

SLAを満たす性能が必要なので 
新しい機能が必要 

何故実装するかの 
ユースケースが足りない 

利害が衝突しているのでOpenNFVがETSIとOpenStack Communityの両者を取り持つ 
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NFV用で求められている機能 

NFV用の全ての機能は既存の活用とスピードのために 

 
機能要件 機能の説明 実装の予定 

NUMAトポロジー 
インターコネクトを経由しない
仮想マシンの作成 

Junoで実装 

QinQ構成 
仮想マシンからVLANを付与して
送出 

KiloでTrunk Portのサ
ポート 

DPDKサポート 
カーネルランド/OVSを経由しな
いNW 

DPDK用のソフトウェ
アで実装済み 

CPUのPining 物理CPUのPining Kiloで対応予定 

SR-IOVサポート PCIデバイスへの直接接続 Junoで実装 
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NFVでの3rd Party連携の活用例 

OpenStackと3rd Party製品を連携させる事でNFVで要求されるNWの性能と可能
性を満たすことが可能となります。 

HWによるL3 

スイッチングの性能 

冗長化された 

Gatewayの可用性 
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まとめ 

OpenStackと3rd Party製品を連携させることに事によって機能、性能、
可用性を高める事が出来ます。 




